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事業所・商工業

民営事業所数： 事業所。県内６３市町村中４４位。２３町村中３位（平成２６年）

製造品出荷額等： 億 万円。県内６３市町村中４７位。２３町村中１０位（平成２５年）

卸売業小売業年間商品販売額： 億 万円。県内６３市町村中５０位。２３町村中１０位

（平成２６年）
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民営事業所数及び従業者数の推移

産業大分類
平成 年 月 日現在 平成 年 月 日現在 平成 年 月 日現在

事業所数 従業者数 人 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数

全 産 業 総 計

農 林 漁 業

鉱，採石，砂利採取業

建 設 業

製 造 業

電気・ガス・熱供給・水道業

情 報 通 信 業

運  輸  業 ，郵  便  業

卸 売，小 売 業

金 融，保 険 業

不 動 産 業， 物 品 賃 貸 業

学術研究，専門・技術サービス業

宿 泊，飲食サービス業

生活関連サ ー ビ ス，娯楽業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複  合  サ ー ビ ス  事 業

ｻｰﾋﾞｽ業(他に分類されないもの)

資料：経済センサス 基礎調査、経済センサス 活動調査

※全産業総計には、事業内容等不詳を含む。

経済センサスってなに？経済センサスってなに？

経済センサスとは、国内に存在する全ての事業所・企業を対象にした、平成 年から

行われている比較的新しい基幹統計調査です。「経済の国勢調査」とも呼ばれていま

す。事業所・企業の基本的構造を明らかにする「経済センサス 基礎調査」と、事業所・

企業の経済活動の状況を明らかにする「経済センサス 活動調査」の つがあり、２～３

年周期で交互に行われています。得られた統計データは、細かく集計、分類され、国内

総生産（ ）をはじめとする我が国の貴重な経済指標として、活用されます。
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従業者規模別民営事業所数及び従業者数 

産 業 大 分 類 

総 数 従業者 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 人以上
派遣・下請

従業者のみ

事 従 事 従 事 従 事 従 事 従 事 従 事

業 業 業 業 業 業 業 業 業 業 業 業 業

所 者 所 者 所 者 所 者 所 者 所 者 所

数 数 数 数 数 数 数 数 数 数 数 数 数

全 産 業

農 林 漁 業 － － － － －

鉱，砕石，砂利採集業 － － － － － － － － －

建 設 業 － － －

製 造 業 －

電気・ガス・熱供給・水道業 － － － － － － － － －

情 報 通 信 業 － － － － － － －

運 輸 郵 便 業

卸 売 ，小 売 業

金 融 ，保 険 業 －

不動産，物品賃貸業 － － － － －

学術研究，専門・技術

サービス業
－ － － － －

宿泊，飲食サービス業 －

生活関連サービス，娯楽業 － － －

教育，学習支援業 － － －

医 療 ，福 祉 －

複合サービス事業 － － － － －

サービス業(他に分類されな

いもの)

資料：経済センサス 活動調査 平成 年 月 日現在 

※民営事業所のみ。

※事業内容不詳を含まない。

産業大分類ってなに？産業大分類ってなに？

経済センサスなど、事業所に関する統計調査で得られた膨大なデータは、集計過程で事業の内容

に応じ細かく分類されます。産業大分類とは、最も大雑把で基本的な分類です。中分類や小分類で

は、各項目がさらに細かく分けられます。大分類の項目には分かりづらいものもありますが、主な

具体例は次のとおりです。

「運輸，郵便業」…鉄道会社、タクシー会社、バス会社、航空会社、運送代理業など

「学術研究，専門・技術サービス業」…研究施設、法律事務所、芸術家、通訳翻訳家、コンサルタント業など

「生活関連サービス，娯楽業」…理容室、美容室、クリーニング店、旅行会社、映画館、ボウリング場など

「複合サービス事業」…郵便局、協同組合など

「サービス業（他に分類されないもの）」…廃棄物処理業、人材派遣会社、機械等修理業、政治団体など
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商業の推移（卸売・小売業）

年     月 事業所数
従業者数

（人）

年間商品販売額

（百万円）

昭和 年 月

・

・

・

・

・

・

・

・

・

平成 年 月

・

・

・

・

・

・

・

資料：商業統計調査  各１日現在

※平成 年から平成 年の間は調査を実施していない。

卸売業計・小売業中分類別集計

卸売業計・小売業中分類 事業所数
従業者数

（人）
年間商品販売額

（百万円）

卸売業計

小売業計

織物・衣服・身の回り品小売業

飲食料品小売業

機械器具小売業

その他の小売業

無店舗小売業

資料：商業統計調査 平成 年 月 日現在

小売業中分類ってなに？小売業中分類ってなに？

中分類とは、大分類よりも細かい分

類のことです。さらに小分類、細分類

に細かく分類されます。小売業中分類

の主な販売商品例は次のとおりです。

「織物・衣服・身の回り品小売業」…

衣服、靴、かばん、寝具、装身具など

「飲食料品小売業」…

飲食料品 自事業所で製造していないもの

「機械器具小売」…

自動車、家庭用電化製品など

「その他の小売業」…

医薬品、たばこ、書籍、金物、家具など

「無店舗小売業」…

通信販売や自動販売機等で販売するもの
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工業の推移（従業者数 人以上）

年

（平成）

事業所数 従業者数（人） 製 造 品

合計
人

以下

人

以上
計 男 女

出荷額等

（万円）

資料：工業統計調査  各年末現在

工業産業中分類別集計（従業者数４人以上） 

産業中分類
事業所数 従業者数（人） 製造品出荷額等

（万円）合計 人以下 人以上 計 男 女

計

食料品

飲料・飼料 －

繊維 －

木材・木製品 －

家具・装備品

パルプ・紙

印刷 －

化学

石油・石炭 － － － － － － －

プラスチック製品

ゴム製品 －

なめし革 －

窯業・土石 －

鉄鋼 －

非鉄金属 －

金属製品

はん用機械器具

生産用機械器具 － － － － － － －

業務用機械器具 －

電子部品・デバイス・電子回路 － － － － － － －

電気機械器具 －

情報通信機械器具 －

輸送用機械器具

その他の製品

資料：工業統計調査  平成２６年末現在 

製造品出荷額等ってなに？製造品出荷額等ってなに？

製造品出荷額等とは、

「製造品出荷額」

「加工賃収入額」

「修理料収入額」

「製造工程から出たくず及び

廃物等の販売額」

及びその他の収入額の合計の

ことです。
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小川町の伝統産業 
 

小川町には、長い歴史の中で培われた伝統が息づいています。なかでも、和紙、清酒、建具、絹などの

伝統産業は特に知られ、貴重な観光資源となっています。

これらの産業は、主に２つの特徴によって支えられ、栄えてきました。１つ目は、小川町特有の自然環

境です。町を囲む森林、澄んだ河川や豊富な地下水、盆地にみられる四季の寒暖の差など、資源や環境に

恵まれています。 つ目は、東京などの近郊都市との近い位置関係です。伝統産業の多くは、かつては農

家の副業として営まれていましたが、江戸などからの高い需要に後押しされ、町を代表する産業へと発展

しました。

県内の伝統的手工芸品を一堂に集めた埼玉伝統工芸会館や、じっくりと和紙の研修ができる小川町和紙

体験学習センターでは、こうした伝統産業の一端に触れることができます。

小川和紙 

年以上の歴史を持つといわれる小川和紙は、江戸時代には商人の大福帳等として需要が拡大し、

小川を中心とした村むらは一大産地となりました。乾燥した日の晴天は紙の仕上げに最適で、上質で高級

な和紙ができることから「ぴっかり千両」の名が生まれました。

明治、大正、昭和の時代には 戸にもおよんだ紙漉き工房が社会の需要にこたえてきました。時代

とともに機械化され、手漉き和紙の生産量は減少しましたが、細川紙に代表される高い工芸技術は、

年に国の重要無形文化財に指定され、また、 年には島根県の石州半紙、岐阜県の本美濃紙と

共に埼玉県においては初のユネスコ無形文化遺産に登録され、大切に守り続けられています。

和紙の持つ素朴さや風合い、柔らかく光を通す美しさなどを活かして、美術工芸や建築資材としても注

目されています。
 

清酒 

 酒造りに適した良質の水と盆地独特の気候を持つ小川町は、名醸地として関東灘の異名を持っていま

す。赤レンガの煙突やどっしりとした酒蔵は、その歴史を物語っています。現在も 軒の蔵元が伝統の技

術を継承し、全国的にも評価の高い銘酒を造り続けています。

 

小川絹 

 山間地と畑が多い小川近郊は桑の栽培に適しており、早くから養蚕が行われていました。小川絹の機織

技術は帰化した高麗人によってもたらされ、武蔵絹として古い歴史があります。

小川の絹織物は江戸の需要拡大を受けて発展し、さらに 年には京都の専売であった赤の染色に成

功したことで名声を高めました。時代の変遷に大きく左右されながらも、着物の裏地として使用される小

川絹を守ってきました。現在も絹の染工場や地元問屋が絹製品を取り扱っています。
 

小川建具 

建具の歴史は古く、旧都幾川村の慈光寺の造営に携わった宮大工たちによって始められたといわれ、比

企地方の西部や小川周辺の山林から産出される良質の杉や檜材を加工して建具を生産したのが発祥とされ

ています。その後「小川の建具」として販路が広がり、小川木材建具工業協同組合を結成して埼玉県の特

定生産地として位置づけられました。

近年の生活様式の変化、木材価格の低迷で木材建具を取り巻く情勢は変革を余儀なくされていますが、

細工を施した障子や個々の要望に応じた製品の開発で地場産業の一角を担っています。




